
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車両火災の多くは、エンジン部、タイヤ付近、車両下部、積荷（荷台）から

出火しています。 

車両火災が発生すると、消火活動による通行止め等の交通規制が生じて、

周辺交通にも多大な影響を与えてしまいます。 

また、車両や積荷だけではなく、道路施設にも被害を与えたり、トンネル内

などでは大惨事に繋がるおそれがあります。 

出発前には必ず車両点検を忘れずに行ってください。 

大会期間中の交通の安全と円滑に皆様方のご理解とご協力をお願いします。 

 
車両故障からの火災は、日常的な点検、 
整備等で防ぐことができると考えられます。 

写真は、高速道路上 

で発生した車両火災 

オイル、冷却水の点検補充、タイヤの空気圧の点検を忘れずに行ってください。 

 


